
図1-30 A4-β-GalとEC-β-Galの 基 質 認 識 残 基 の 比 較 。

EC-β-Galは 基 質 の 認 識 に金 属 の 関 与 が 見 られ る。
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ク レフ ト型TIMバ レル フ ォー ル ド
エ ン ド型 加 水 分解 酵 素 に見 られ る

ポケ ッ ト型TIMバ レル フォール ド

基質を非還元末端側か ら加水分解す
るエキソ型加水分解酵素や、鎖長の
短い糖鎖の加水分解酵素に見 られる

図1-31 活性 中心部位 の形状 と基質特異性 の関係[32]
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図1-32a A4-β-Galの ポ ケ ッ ト型 活 性 中心部位 形 成 。 単 量体

で は ク レフ ト型 の活 性 中心 部位 で あ るが 、三 量 体 の形 成 で

隣 の サ ブユ ニ ッ トのTrp182を 含 む ル ー プが ク レフ トの端 を

塞 ぎ、 ポ ケ ッ ト化 して い る。
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ク レフ ト型  ポ ケ ッ ト型

図1-32b ポ ケ ッ ト型 活 性 中心 部位 獲 得 の分 子 進 化 モデ ル 。

Juers[32]の 提 唱 した モ デ ル に にA4-β-Galを 組 み 込 ん だ。
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図1-34 変 異体A4-β-GalのONP-Gal加 水分解活性 の至適温度

70℃ の時 の活性 を100と した相 対活性 を示 した。

野 生型 、変異 体 と もに高温 ほ ど活性 が高い。
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図1-35 変 異 体A4-β-Galの 耐 熱性 。各 温 度 で30分 間 熱 処 理 した 後 の

残 存 相 対 活 性 。 変 異 体A4-β-Galは 耐 熱 性 の 低 下 が 見 られ る。
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図1-36 変 異 型A4-β-Galの 変 異 導 入 部 位 の2|Fobs|-|Fcalc|電 子 密

度 マ ップ(分 解 能1.8A、1σ)。 変 異 が 導 入 され た こ とが 確 認 で

き た 。
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